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(57)【要約】
基材上に直接パターンコーティングすることができる高粘度の剪断減粘性シリコーン組成
物が、様々な実施形態において提供される。シリコーン組成物は、少なくとも１つのオル
ガノポリシロキサン、少なくとも１つのＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、少なくとも
１つの乳状化剤、ヒドロシリル化触媒、及び水を混合することにより調製することができ
る。本シリコーン組成物は、医療用装置又は創傷手当て用品に使用するための基材上に適
用することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーン組成物を硬化することによって調製されるシリコーン接着性ゲルを含む吸収
性基材上に直接パターンコーティングすることができるシリコーン組成物であって、
　ａ．少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、
　ｂ．少なくとも１つのＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンと、
　ｃ．少なくとも１つの乳状化剤と、
　ｄ．ヒドロシリル化触媒と、
　ｅ．水と、
　を含み、前記水が、前記シリコーン組成物の約１０重量％以下を成し、
　前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈し、
　前記シリコーン接着性ゲルが、引き剥がし粘着力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈し、
　それによって、前記パターンコーティングの前記パターンが適用時に維持されることを
可能にする、シリコーン組成物。
【請求項２】
　防腐剤を更に含む、請求項１に記載のシリコーン組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、カチオン性乳化剤、アニオン性乳化剤、非イオン性
乳化剤、又は両性乳化剤である、請求項１又は２に記載のシリコーン組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、水中油型エマルジョンを形成する、請求項１～３の
いずれか一項に記載のシリコーン組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のシリコーン組成物でパターンコーティングされた
吸収性基材を含む、医療用手当て用品。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載のシリコーン組成物で既定のパターンでパターンコ
ーティングされた吸収性基材を含む、医療用手当て用品。
【請求項７】
　前記パターンが、断続的である、請求項１～６のいずれか一項に記載の医療用手当て用
品。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のシリコーン組成物でパターンコーティングされた
吸収性基材を含む皮膚に面した層を含有する医療用装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のシリコーン組成物で既定のパターンでパターンコ
ーティングされた吸収性基材を含む皮膚に面した層を含有する医療用装置。
【請求項１０】
　パターンコーティングされたシリコーン組成物を含有する医療用手当て用品を調製する
方法であって、
　（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、（ｂ）少なくとも１つのＳｉＨ含
有オルガノポリシロキサンと、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤と、（ｄ）ヒドロシリル
化触媒と、（ｅ）水と、を混合し、シリコーン組成物を形成する工程であって、前記水が
、前記シリコーン組成物の約１０重量％以下を成し、前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する、工程と
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、
　既定のパターンで前記医療用手当て用品の吸収性基材上に前記シリコーン組成物をコー
ティングする工程と、
　前記シリコーン組成物を硬化し、シリコーン接着性ゲルを形成する工程であって、前記
シリコーン接着性ゲルが、引き剥がし粘着力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈し、
　それによって、前記パターンが適用時に維持されることを可能にする、工程と、を含む
、方法。
【請求項１１】
　（ｆ）防腐剤を前記少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの
ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの乳状化剤、前記ヒドロシリル
化触媒、及び前記水と混合する工程を更に含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記既定のパターンが、断続的である、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記コーティングが、スクリーン印刷プロセス又はステンシルプロセスを介して達成さ
れる、請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　パターンコーティングされたシリコーン組成物を含有する皮膚に面する層を含む医療用
装置を調製する方法であって、
　（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、（ｂ）少なくとも１つのＳｉＨ含
有オルガノポリシロキサンと、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤と、（ｄ）ヒドロシリル
化触媒と、（ｅ）水と、を混合し、シリコーン組成物を形成する工程であって、前記水が
、前記シリコーン組成物の約１０重量％以下を成し、前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する、工程と
、
　既定のパターンで皮膚に面する層の吸収性基材上に前記シリコーン組成物をコーティン
グする工程と、
　前記シリコーン組成物を硬化し、シリコーン接着性ゲルを形成する工程であって、前記
シリコーン接着性ゲルが、引き剥がし粘着力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈し、
　それによって、前記パターンが適用時に維持されることを可能にする、工程と、を含む
、方法。
【請求項１５】
　（ｆ）防腐剤を前記少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの
ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの乳状化剤、前記ヒドロシリル
化触媒、及び前記水と混合する工程を更に含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記既定のパターンが、断続的である、請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記コーティングが、スクリーン印刷プロセス又はステンシルプロセスを介して達成さ
れる、請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、基材上に直接パターンコーティングすることができる高粘度の剪断減粘性シ
リコーン組成物に関する。高粘度の剪断減粘性シリコーン組成物は、接着特性を呈し、例
えば好適な皮膚に面する接着材料が所望される医療用手当て用品及び用途に使用すること
ができる。
【背景技術】
【０００２】
　多くの最新の創傷治療用途は、刺激を防止し、治癒を促進するために、滲出液が患者の
皮膚から除去されることを必要とする。シリコーンゲル接着剤は、多くの場合、ある程度
の閉塞を提供するために使用されるが、長期にわたり過度の水分を閉じ込めると、創傷の
浸軟を引き起こす可能性がある。水分レベルは、シリコーン層を断続させることによって
ある程度まで管理することができる。断続的なシリコーン層を有する幾つかの種類のシリ
コーン手当て用品は、褥瘡及び潰瘍等の創傷の治療にますます受け入れられている。従来
の創傷治療製品は、ポリマー発泡体、ポリマーフィルム、粒子状及び繊維状ポリマー、並
びに／又は不織布及び織布の使用を組み込む。これらの成分の適切な組み合わせを有する
手当て用品は、過剰な滲出液及び毒性成分を除去する一方で、水分環境を提供することに
より創傷治癒を促進し、創傷を２次細菌感染から保護するためのバリアとしての機能を更
に果たす。
【０００３】
　しかしながら、これらの手当て用品は、多くの場合、シリコーン手当て用品中に所望の
レベルの接着性も維持しながら、所望のレベルの断続性を達成することができる製品を生
成するために、数層のフィルム及びライナー、並びに複雑な調製工程を伴う。典型的なシ
リコーン創傷手当て用品構成体は、剥離ライナーを含む多層ロールストック、シリコーン
接着性ゲル、任意のプライマー、ポリウレタンフィルム、及び紙ライナーから始まる。紙
ライナーが除去され、次に、シリコーンロールストックが吸収性媒体（発泡体基材等）上
に積層され、好適な裏当て材で覆われる。加えて、多くの製造プロセスは、フィルムに穴
を導入するためにキャリアフィルムを穿孔する更なる工程を採用し、更に費用が増大する
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、当該技術分野に必要なものは、従来のシリコーン手当て用品と同じ又は類
似の利点を達成しつつ、より少ない材料を伴う、より単純で安価なプロセスによって調製
することができるシリコーンコーティングされた創傷手当て用品である。本発明は、その
必要性に応える。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、負荷応力の存在下で流動可能であり、かつ基材上に直接パターンコーティン
グすることができる、シリコーン組成物に関する。シリコーン組成物は、高粘度及び剪断
減粘性の特性を呈する。
【０００６】
　シリコーン組成物は、（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、（ｂ）少なく
とも１つのＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤、（ｄ
）ヒドロシリル化触媒、及び（ｅ）水を混合することにより調製することができる。防腐
剤が任意にシリコーン組成物に含まれ得る。シリコーン組成物を、硬化して、シリコーン
接着性ゲルを形成する。シリコーン組成物は、（ｉ）約７０００ｃＰ～約５，０００，０
００ｃＰの範囲の粘度、及び（ｉｉ）流動学的プロファイルによって判定される、剪断減
粘性挙動を呈する。シリコーン組成物が基材上にパターンコーティングされたら、コーテ
ィングのパターンは、適用時に維持され得る。水（成分（ｅ））は、シリコーン組成物が
、適用時にそのパターンを維持することを可能にするように、シリコーン組成物の約１０
重量％以下であることが想定される。シリコーン接着性ゲルは、引き剥がし粘着力試験に
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よって判定される、（ｉ）約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び（ｉｉ）凝集力を呈
する。
【０００７】
　本発明の更なる態様は、その簡潔な説明を以下に提供する様々な実施形態の詳細な説明
を踏まえて当業者に明らかになるであろう。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は、（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、（ｂ）少なくとも１つの
ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤、（ｄ）ヒドロシ
リル化触媒、及び（ｅ）水を混合することにより調製される基材上に直接パターンコーテ
ィングすることができる高粘度の剪断減粘性シリコーン組成物に関する。本明細書に記載
される高粘度の剪断減粘性シリコーン組成物は、流動に対して比較的高い耐性を有する。
本明細書に記載される高粘度の剪断減粘性シリコーン組成物は、負荷応力の存在下で流動
可能であり、むしろ剪断減粘性ゲルのような性質を持つ。
【０００９】
　オルガノポリシロキサン（成分（ａ））は、脂肪族不飽和化合物である。オルガノポリ
シロキサンは、ヒドロシリル化反応を起こすことができる脂肪族不飽和有機基を平均で１
分子当たり１個以上有し得る。あるいは、オルガノポリシロキサンは、脂肪族不飽和有機
基を平均で１分子当たり２個以上有し得る。
【００１０】
　オルガノポリシロキサンは、平均式（式Ｉ）Ｒ１

ａＳｉＯ（４－ａ）／２を有し、式Ｉ
は、以下の単位から構成され得る：Ｒ１

３ＳｉＯ１／２（１官能性単位を表す構成単位Ｍ
）、Ｒ１

２ＳｉＯ２／２（２官能性単位を表す構成単位Ｄ）、Ｒ１
１ＳｉＯ３／２（３官

能性単位を表す構成単位Ｔ）、又はＳｉＯ４／２（４官能性単位を表す構成単位Ｑ）。オ
ルガノポリシロキサン組成物中の構成単位（Ｍ、Ｄ、Ｔ、Ｑ）の数は、１～１０，０００
、例えば４～１０００の範囲であり得る。
【００１１】
　－Ｏ－として表される、酸素原子からの開放結合の各々は、その構成単位が別の構成単
位に結合し得る位置であることを示す。したがって、第１の構成単位が第２の又はそれに
続く構成単位に結合するのは、酸素原子によるものであり、酸素は、第２の又はそれに続
く構成単位中の別のケイ素原子又はＲ基のうちの１つのいずれかに結合する。酸素原子が
第２の構成単位の別のケイ素に結合するとき、第１の構成単位で表示される酸素原子は、
第２の構成単位で表示されるのと同じ酸素原子としての役割を果たし、それによって、２
つの構成単位間のＳｉ－Ｏ－Ｓｉ結合を形成する。
【００１２】
　少なくとも１つのＲ１基は、アルケニル基等の脂肪族不飽和基である。好適なアルケニ
ル基は、２個の炭素原子～約６個の炭素原子を含有し、ビニル、アリル、及びヘキセニル
であり得るが、これらに限定されない。この成分中のアルケニル基は、末端に、側枝に（
非末端）、又は末端と側枝の両方に位置し得る。アルケニル置換されたポリジオルガノシ
ロキサン中の残りのケイ素結合有機基は、独立して、脂肪族不飽和を含まない一価の炭化
水素基及び一価のハロゲン化炭化水素基からなる群から選択される。これらの基は、典型
的には、１個の炭素原子～約２０個の炭素原子、あるいは、１個の炭素原子～８個の炭素
原子を含有し、メチル、エチル、プロピル、及びブチル等のアルキル、フェニル等のアリ
ール、並びに３，３，３－トルフルオロプロピル等のハロゲン化アルキルであり得るが、
これらに限定されない。一実施形態において、アルケニル置換されたポリジオルガノシロ
キサン中の有機基の少なくとも５０パーセントはメチルである。アルケニル置換されたポ
リジオルガノシロキサンの構造は、典型的には、直鎖状であるが、３官能性シロキサン単
位の存在により、いくらかの分枝を含有し得る。
【００１３】
　他の好適なＲ１基は、アクリルオキシアルキル基等のアクリレート官能基、メタクリル
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オキシアルキル基等のメタクリレート官能基、シアノ官能基、一価の炭化水素基、及びそ
れらの組み合わせを含むが、これらに限定されない。一価の炭化水素基は、メチル基、エ
チル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、ｓ－ブチル基、ｔ－ブチル基、ペ
ンチル基、ネオペンチル基、オクチル基、ウンデシル基、及びオクタデシル基等のアルキ
ル基、シクロヘキシル基等のシクロアルキル基、フェニル基、トリル基、キシリル基、ベ
ンジル基、及び２－フェニルエチル基等のアリール基、３，３，３－トリフルオロプロピ
ル基、３－クロロプロピル基、ジチオロフェニル（dichiorophenyl）基、及び６，６，６
，５，５，４，４，３，３－ノナフルオロヘキシル基等のハロゲン化炭化水素基、並びに
それらの組み合わせを含み得る。シアノ官能基は、シアノエチル基及びシアノプロピル基
等のシアノアルキル基、並びにそれらの組み合わせを含み得る。
【００１４】
　Ｒ１は、プロピルオキシ（ポリオキシエチレン）、プロピルオキシポリ（オキシプロピ
レン）、及びプロピルオキシ－ポリ（オキシプロピレン）－コ－ポリ（オキシエチレン）
基等のアルキルオキシポリ（オキシアルキエン（alkyene））基、ペルフルオロプロピル
オキシ（ポリオキシエチレン）基、ペルフルオロプロピルオキシポリ（オキシプロピレン
）基、及びペルフルオロプロピルオキシ－ポリ（オキシプロピレン）コポリ（オキシエチ
レン）基等のハロゲン置換されたアルキルオキシポリ（オキシアルキエン）基、アリルオ
キシポリ（オキシエチレン）基、アリルオキシポリ（オキシプロピレン）基、及びアリル
オキシ－ポリ（オキシプロピレン）コポリ（オキシエチレン）基等のアルケニルオキシポ
リ（オキシアルキエン）基、メトキシ基、エトキシ基、ｎ－プロポキシ基、イソプロポキ
シ基、ｎ－ブトキシ基、及びエチルヘキシルオキシ基等のアルコキシ基、３－アミノプロ
ピル基、６－アミノヘキシル基、１１－アミノウンデシル基、３－（Ｎ－アリルアミノ）
プロピル基、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピル基、Ｎ－（２－アミノエチ
ル）－３－アミノイソブチル基、ｐ－アミノフェニル基、２－エチルピリジン基、及び３
－プロピルピロール基等のアミノアルキル基、テトラメチルピペリジニルオキシプロピル
基等のヒンダードアミノアルキル基、３－グリシドオキシプロピル基、２－（３，４，－
エポキシシクロヘキシル）エチル基、及び５，６－エポキシヘキシル基等のエポキシアル
キル基、アセトキシメチル基及びベンゾイルオキシプロピル基等のエステル官能基、ヒド
ロキシ基及び２－ヒドロキシエチル基等のヒドロキシル官能基、３－イソシアナトプロピ
ル基、トリス－３－プロピルイソシアヌレート基、プロピル－ｔ－ブチルカルバメート基
、及びプロピルエチルカルバメート基等のイソシアネート及びマスクドイソシアネート官
能基、ウンデカナール基及びブチルアルデヒド基等のアルデヒド官能基、３－プロピルコ
ハク酸無水物基及び３－プロピルマレイン酸無水物基等の無水物官能基、３－カルボキシ
プロピル基、２－カルボキシエチル基、及び１０－カルボキシデシル基等のカルボン酸官
能基、３－カルボキシプロピル基及び２－カルボキシエチル基の亜鉛、ナトリウム、及び
カリウム塩等のカルボン酸の金属塩、並びにそれらの組み合わせも含み得る。
【００１５】
　オルガノポリシロキサンの特定の例には、ポリジメチシロキサン（polydimethysiloxan
e）－ポリメチルビニルシロキサンコポリマー、ヘキセニルジメチルシロキシで末端処理
したポリジメチルシロキサン－ポリメチルヘキセニルシロキサンコポリマー、ヘキセニル
ジメチルシロキシで末端処理したポリジメチルシロキサンポリマー、ビニルジメチルシロ
キシで末端処理したポリジメチルシロキサンポリマー、ビニル若しくはヘキセニルジメチ
ルシロキシで末端処理したポリ（ジメチルシロキサン－ケイ酸塩）コポリマー、混合した
トリメチルシロキシ－ビニルジメチルシロキシで末端処理したポリ（ジメチルシロキサン
－ビニルメチルシロキサン－ケイ酸塩）コポリマー、ビニル若しくはヘキセニルジメチル
シロキシで末端処理したポリ（ジメチルシロキサン－ヒドロカルビル）コポリマー、それ
らの誘導体、及びそれらの組み合わせが含まれる。官能基は、オルガノポリシロキサン中
の任意の点、例えば、ポリマーの中央、又は末端基（複数可）として存在し得る。ジオル
ガノ－、－ＯＨ、－ビニル、－ヘキセニル、－エポキシ、及び－アミン等の典型的な官能
基は、本明細書に想定されるオルガノポリシロキサンにおいて使用され得る。Ｍｅ３、Ｐ
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ｈ２Ｍｅ、Ｍｅ２Ｐｈ等の末端基は、オルガノポリシロキサン中に存在しても、存在しな
くてもよい。
【００１６】
　ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン（成分（ｂ））は、例えば米国特許第３，９８３，
２９８号に記載されるように、当該技術分野においても既知である。この成分中の水素原
子は、末端に、側枝に（非末端）、又は末端と側枝の両方に位置し得る。この成分中の残
りのケイ素結合有機基は、独立して、脂肪族不飽和を含まない一価の炭化水素基及び一価
のハロゲン化炭化水素基からなる群から選択される。これらの基は、典型的には、１個の
炭素原子～約２０個の炭素原子、あるいは、１個の炭素原子～８個の炭素原子を含有し、
メチル、エチル、プロピル、及びブチル等のアルキル、フェニル等のアリール、並びに３
，３，３－トルフルオロプロピル等のハロゲン化アルキルにより例示されるが、これらに
限定されない。一実施形態において、ケイ素結合水素原子を含有するオルガノシロキサン
中の有機基の少なくとも５０パーセントはメチルである。ケイ素結合水素原子を含有する
オルガノシロキサンの構造は、典型的には、直鎖状であるが、３官能性シロキサン単位の
存在によりいくらかの分枝を含有し得る。
【００１７】
　ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンは、平均式（式ＩＩ）Ｒ２

ａＳｉＯ（４－ａ）／２

を有し、式ＩＩは、以下の単位から構成され得る：Ｒ２
３ＳｉＯ１／２（若しくは構成単

位Ｍ）、Ｒ２
２ＳｉＯ２／２（若しくは構成単位Ｄ）、Ｒ２

１ＳｉＯ３／２（若しくは構
成単位Ｔ）、又はＳｉＯ４／２（若しくは構成単位Ｑ）。オルガノポリシロキサン組成物
中の構成単位（Ｍ、Ｄ、Ｔ、Ｑ）の数は、１～１０，０００、例えば４～１０００の範囲
であり得る。少なくとも１つのＲ１がＣ＝Ｃでなければならず、少なくとも１つのＲ２が
Ｈでなければならないため、Ｒ１及びＲ２は異なる。
【００１８】
　－Ｏ－として表される、酸素原子からの開放結合の各々は、その構成単位が別の構成単
位に結合し得る位置であることを示す。したがって、それは、第１の構成単位が第２の又
はそれに続く構成単位に結合する酸素原子によるものであり、この酸素は、第２の又はそ
れに続く構成単位中の別のケイ素原子又はＲ基のうちの１つのいずれかに結合する。酸素
原子が第２の構成単位の別のケイ素に結合するとき、第１の構成単位で表示される酸素原
子は、第２の構成単位で表示されるのと同じ酸素原子としての役割を果たし、それによっ
て、２つの構成単位間のＳｉ－Ｏ－Ｓｉ結合を形成する。
【００１９】
　一実施形態において、ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン中の構成単位（Ｍ、Ｄ、Ｔ、
Ｑ）の数は、１～１０００である。ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンは、少なくとも１
つのＭ、少なくとも１つのＤ、又は少なくとも１つのＴの構成単位を含有しなければなら
ない。換言すれば、ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンは、全てのＱ構成単位を含有する
ことができるわけではない。１つの構成単位のみが存在する場合、それは、Ｍ、Ｄ、又は
Ｔからのみ選択することができる。
【００２０】
　ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンは、以下のＭ、Ｄ、Ｔ、及びＱの構成単位の任意の
組み合わせを１～１０，０００個（例えば、１～１０００、１～２００、又は１～１００
個）含有する直鎖状又は環状化合物であり得る。本明細書に記載される方法に有用である
式ＩＩにより説明されるＳｉＨ含有材料の例には、（ｉ）３～２５個のＤの構成単位（例
えば、３～１０又は４～６個のＤの構成単位）を含有する環状化合物、又は（ｉｉ）末端
ブロックとしての役割を果たす２つのＭの構成単位、及び末端ブロック間の２～１０，０
００個（例えば、２～１０００、２～２００、１０～１００、５０～８０、６０～７０、
２～２０、又は５～１０個）のＤの構成単位を含有する直鎖状化合物のような、オリゴマ
ー及びポリマーオルガノシロキサンが含まれる。直鎖状ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサ
ン、例えば側枝基及び末端ＳｉＨ基の組み合わせ（複数可）を含有するものは、幾つかの
実施形態において特に有用であり得る。
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【００２１】
　乳状化剤（成分（ｃ））は、シリコーンの乳化で知られるいずれの乳化剤であってもよ
く、カチオン性、アニオン性、非イオン性、両性、及び／又はポリマー性の乳状化剤／界
面活性剤であり得る。好適な乳状化剤又は乳化剤は、合成界面活性剤、天然脂質、及びポ
リマー性両親媒性物質を含む。異なる種類の乳化剤及び／又は同じ種類の異なる乳化剤の
混合物を使用することができる。乳化剤は、シリコーンエマルジョンが組み込まれる製品
と最適な相溶性を得るように選択され得る。炭化水素親油物を含む乳状化剤は、一般的に
シリコーンエマルジョンに適しており、炭化水素親油物の溶解パラメータに依存する。
【００２２】
　好適なカチオン性乳化剤の例としては、８～２２Ｃアルキル基が、例えばオクチル、デ
シル、ドデシル、ヘキサデシル、オレイル、若しくはオクタデシルであるか、又はタロー
若しくはココアルキル基である、８～２２Ｃアルキルトリメチルアンモニウムハロゲン化
物、特に塩化物、８～２２Ｃアルキルジメチルベンジルアンモニウムハロゲン化物、又は
ジ（８～２２Ｃアルキル）ジメチルアンモニウムハロゲン化物等の四級アンモニウム塩、
並びにこれらの材料の対応する塩、脂肪アミン、及び脂肪酸アミド、並びにそれらの誘導
体、塩基性ピリジニウム化合物、ベンズイミダゾリン及びポリ（エトキシル化／プロポキ
シル化）アミンの四級アンモニウム塩基が挙げられる。メトスルフェート、リン酸塩、又
は酢酸塩がハロゲン化物の代替えとして使用することができる。
【００２３】
　好適なアニオン性乳化剤の例としては、アルキル、アルキルアリール、アルキルナフタ
レン、及びアルキルジフェニルエーテルスルホン酸を含む、ラウリル硫酸ナトリウム、ス
ルホン酸、及びそれらの塩等のアルキル置換基に少なくとも６個の炭素原子を有するアル
キル硫酸塩、並びにドデシルベンゼンスルホン酸及びそのナトリウム又はアミン塩等のア
ルキル置換基に少なくとも６個の炭素原子を有するそれらの塩；長鎖カルボン酸界面活性
剤並びにラウリン酸、ステアリン酸、オレイン酸、及びそれらのアルカリ金属等のそれら
の塩、並びにアミン塩、モノアルキルポリオキシエチレンエーテルの硫酸エステル、脂肪
酸のスルホン化グリセリルエステル、スルホン化の一価のアルコールエステルの塩、アミ
ノスルホン酸のアミド、脂肪酸ニトリルのスルホン化生成物、ナフタレンスルホン酸とホ
ルムアルデヒド、アルカリ金属アルキル硫酸塩、及びエステル硫酸塩の縮合生成物、アル
キルリン酸塩、サルコシン酸塩、並びにスルホン化オレフィンが挙げられる。
【００２４】
　好適な非イオン性乳化剤の例としては、ポリエチレングリコール長鎖（９～２２Ｃ、特
に１２～１４Ｃ）アルキルエーテル、ポリオキシアルキレンソルビタンエーテル、ポリオ
キシアルキレンアルコキシレートエステル、ポリオキシアルキレンアルキルフェノールエ
ーテル、エチレンオキシドプロピレンオキシドコポリマー、ポリビニルアルコール、グリ
セリドエステル、アルキルグルコシド、及びアルキル多糖類等のポリオキシアルキレンア
ルキルエーテルが挙げられる。
【００２５】
　好適な両性乳化剤の例としては、コカミドプロピルベタイン、コカミドプロピルヒドロ
キシ硫酸塩、ココベタイン、ココアミド酢酸ナトリウム、ココジメチルベタイン、Ｎ－コ
コ－３－アミノ酪酸、イミダゾリニウムカルボキシル化合物、及び天然の脂質が挙げられ
る。
【００２６】
　当該技術分野において利用可能な好適な乳化技術を使用して乳状化剤を添加することが
できる。形成することができるエマルジョンは、水中油型エマルジョンである。形成する
ことができるエマルジョンは、非水性エマルジョンであってもよい。換言すれば、皮膚へ
の接触及び医療用手当て用品における使用に好適である別の極性溶剤によって、水を置換
することができる。
【００２７】
　シリコーン組成物を形成するために、成分（成分（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、及び（ｅ）
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）は、ヒドロシリル化触媒（成分（ｄ））の存在下で組み合わされる。好適なヒドロシリ
ル化触媒（ｄ）は、これらに限定されないが、塩化白金酸、塩化白金酸のアルコール溶液
、ジクロロビス（トリフェニルホスフィン）白金（ＩＩ）、塩化白金、酸化白金、白金化
合物とオレフィン等の不飽和有機化合物の錯体、白金化合物とカールシュテット（Karste
dts）触媒及び１，３－ジエテニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン等の不
飽和炭化水素基を含有するオルガノシロキサンの錯体（即ち塩化白金酸と１，３－ジビニ
ル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサンの錯体）、並びに白金化合物とオルガノ
シロキサンの錯体等の白金触媒を含み、錯体は、オルガノシロキサン樹脂に埋め込まれる
。例えば、ヒドロシリル化触媒は、白金－ジビニルテトラメチルジシロキサンを含有する
０．５％の白金であってもよい（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　ｉ
ｎ　Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉｇａｎから商業的に入手可能である錯体）。ヒドロシリ
ル化触媒は、例えばシリコーン組成物の重量に基づき１～１０ｐｐｍの白金を提供するの
に十分な量で組成物に添加することができる。
【００２８】
　成分（ｅ）は、水である。幾つかの実施形態において、水（ｅ）は脱イオン水である。
存在する水の量は、一般に、シリコーン組成物の総重量％に基づき、少なくとも約０．１
重量％～最大約１０重量％である。更なる実施形態において、水は、シリコーン組成物の
総重量％に基づき、約０．５～約１０重量％の範囲の量で存在することができる。水（成
分（ｅ））は、シリコーン組成物が適用時にそのパターンを維持することを可能にするた
めに、シリコーン組成物の約１０重量％以下であることが想定される。
【００２９】
　所望により、充填剤、色素、低温硬化阻害剤、接着性を改善するための添加剤、鎖伸長
剤、薬剤、薬物、化粧品、天然抽出物、従来ゲルに使用される流体若しくは他の材料、シ
リコーン流体、シリコーンワックス、シリコーンポリエーテル、及び増粘剤等のレオロジ
ー改変剤を含むがこれらに限定されない、他の成分も、シリコーン組成物に添加すること
ができる。
【００３０】
　シリコーン組成物に含めることができる、１つのそのような任意の成分は、防腐剤であ
る。好適な防腐剤の例としては、ホルムアルデヒド、サリチル酸、フェノキシエタノール
、ＤＭＤＭヒダントイン（１，３－ジメチロール－５，５－ジメチルヒダントイン）、５
－ブロモ－５－ニトロ－１，３－ジオキサン、メチルパラベン、プロピルパラベン、ソル
ビン酸、ＧＥＲＭＡＬＬ　ＩＩの名称で販売されているイミダゾリジニル尿素（Ｓｕｔｔ
ｏｎ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ（Ｃｈａｔｈａｍ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）から入手可
能）、安息香酸ナトリウム、ＫＡＴＨＯＮ　ＣＧの名称で販売されている５－クロロ－２
－メチル－４－イソチアゾリン－３－オン（Ｒｏｈｍ　＆　Ｈａａｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ（
Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，Ｐｅｎｎｓｙｌｖａｎｉａ）から入手可能）、商標ＤＯＷＡ
ＣＩＬ　７５で販売されている１－（３－クロロアリル）－３，５，７－トリアザ－１－
アゾニアアダマンタン塩化物（Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｍ
ｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃｈｉｇａｎ）から入手可能）、及びＧＬＹＣＡＣＩＬ　Ｌの名称で
販売されているヨードプロピニルブチルカルバミン酸塩（Ｌｏｎｚａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒ
ａｔｅｄ（Ｆａｉｒ　Ｌａｗｎ，Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ）から入手可能）が挙げられる。
【００３１】
　防腐剤が含まれる場合、防腐剤は、抗菌成長に影響を及ぼすのに十分であるが、本明細
書に記載されるシリコーン接着性ゲルの所望の特性に有害な影響を与えないであろう、当
業者によって判定されるいずれの量でも存在し得る。一般に、防腐剤は、当業者により有
効であると知られる量で存在し得る。この範囲は、例えばシリコーン組成物の総重量％に
基づき約０．０１～約１．０重量％の範囲であり得る。防腐剤が使用される場合、防腐剤
の量及び選択される防腐剤の種類は、皮膚への接触及び医療用手当て用品での使用に好適
であるべきである。
【００３２】
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　オルガノポリシロキサン（成分（ａ））及びＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン（成分
（ｂ））は、本明細書に記載されるシリコーン接着性ゲルの所望の特性を付与するのに十
分であろう、当業者により判定される量で存在し得る。一般に、ＳｉＨ含有オルガノポリ
シロキサンに対するオルガノポリシロキサンの比率は、約０．８～約０．９の範囲である
。
【００３３】
　シリコーン組成物は、（ｉ）約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度
、及び（ｉｉ）流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する。成
分（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、及び（ｅ）を組み合わせることにより、シリコーン
組成物が硬化され、シリコーン接着性ゲルを形成する。得られたシリコーン接着性ゲルは
、引き剥がし粘着力試験によって判定される、（ｉ）約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性
、及び（ｉｉ）凝集力を呈する。
【００３４】
　シリコーン組成物の粘度は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計を使用して、又はヘリパスス
タンドにより判定することができる。Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計は、流体中のスピンド
ルを回転させるのに必要な力を測定することによって粘度を測定する。本明細書で想定さ
れる高粘度シリコーンゲル接着剤組成物は、約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰ
の範囲の粘度を有する。この粘度範囲は、基材上に適用されるとき、基材に大幅に吸収さ
れることなく、パターンを保持することを可能にする粘度を有するシリコーンを提供する
。あるいは、粘度は、約１５，０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰ、又は約２０，０
００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲である。適用粘度は、適用される剪断力の量
及び種類に依存する。
【００３５】
　剪断速度依存流動特性を有する接着剤の見かけ粘度の標準的な試験方法であるＡＳＴＭ
－２５５６－９３ａ（２００５）により、シリコーン接着性ゲルの流動学的特性が測定さ
れ得る。剪断減粘性挙動又は偽塑性挙動は、剪断応力の速度が増加すると粘度が減少する
ときに呈する挙動である。シリコーン接着性ゲルの流動学的プロファイルを分析すること
により、シリコーン接着性ゲルが剪断減粘性挙動を呈するか否かを判定することができる
。
【００３６】
　接着は、引き剥がし粘着力試験によって判定することができる。感圧テープの引き剥が
し粘着力の国際基準であるＰＳＴＣ－１０１（１０／００発行、０５／０７最終改訂）に
よると、引き剥がし粘着力試験は、感圧テープの引き剥がし接着強度を示す。本願の目的
のため、引き剥がし粘着力特性が低い接着性ゲルは接着性を保有しない。接着性が０．２
Ｎを大幅に下回って低下する場合、例えば創傷の外層に接着するための接着性ゲルとして
機能するのに十分な量の接着性を保有しない。接着性が４Ｎを大幅に上回って増加する場
合、接着性ゲルの適用及びそれに続く創傷からの除去が問題となるか、又は患者に不快感
をもたらす。あるいは、接着性は、約１．０Ｎ～約３Ｎ、あるいは約１．５～約３Ｎの範
囲である。
【００３７】
　凝集力は、引き剥がし粘着力試験により判定され得る。感圧テープの引き剥がし粘着力
の国際基準であるＰＳＴＣ－１０１（１０／００発行、０５／０７最終改訂）によると、
引き剥がし粘着力試験は、感圧テープの引き剥がし接着強度を示す。本願の目的のため、
試験中に原形を保たない接着性ゲルは、凝集力を保有しない。
【００３８】
　シリコーン組成物は、例えば組成物を使用前に長期間保存するとき、多部（例えば２部
）組成物として調製され得ることが想定される。多部組成物中では、触媒は、例えば、成
分（ｂ）のようなケイ素結合水素原子を有する任意の成分とは異なる部に保存され、様々
な部は組成物の使用直前に組み合わされる。例えば、２部の組成物を調製することができ
る。１つのそのような実施形態において、第１の部であるＡ部は、ヒドロシリル化触媒（
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成分（ｄ））の存在下で、少なくとも１つのオルガノポリシロキサン（成分（ａ））を含
むことができる。Ａ部は、少なくとも１つの乳状化剤（成分（ｃ））及び水（成分（ｅ）
）と共に乳化され、所望の粒径を有する安定したエマルジョンをもたらす。第２の部であ
るＢ部は、少なくとも１つのＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン（成分（ｂ））を含むこ
とができる。Ｂ部は、少なくとも１つの乳状化剤（成分（ｃ））及び水（成分（ｅ））と
共に乳化され、所望の粒径を有する安定したエマルジョンをもたらす。防腐剤は、任意に
、Ａ部のエマルジョン又はＢ部のエマルジョンのいずれかに添加され得る。Ａ部のエマル
ジョンは、周囲温度又は高温でＢ部エマルジョンと組み合わされ、高粘度の剪断減粘性シ
リコーン組成物をもたらすことができる。Ａ部及びＢ部のエマルジョンは、使用直前に混
合等の任意の従来の手段により組み合わせることができる。
【００３９】
　本明細書に記載されるシリコーンゲル接着剤組成物は、医療用装置又は創傷手当て用品
の皮膚に面する層として使用され得る。シリコーンゲル接着剤組成物に加えて、医療用手
当て用品は、吸収性又は多孔質の基材を含有する。吸収性基材は、少なくとも部分的に滲
出液を創傷から吸収することができる、当業者に既知の任意の材料であり得る。吸収性基
材は、以下の材料を含むがこれらに限定されない：発泡体（例えばポリウレタン及び／若
しくはポリマー発泡体）、合成スポンジ、天然スポンジ、絹、ケラチン（例えばウール及
び／若しくはラクダ毛）、セルロース繊維（例えば木材パルプ繊維、綿繊維、麻布繊維、
黄麻繊維、及び／若しくは亜麻繊維）、レーヨン、アセテート、アクリル、セルロースエ
ステル、モダクリル（modacrylics）、ポリマー、超吸収性ポリマー（例えばその重量の
約１０倍以上を吸収することができるポリマー）、ポリアミド、ポリエステル、ポリオレ
フィン、ポリビニルアルコール、並びに／又は他の材料を含むが、これらに限定されない
。上に列挙される材料のうちの１つ以上の組み合わせは、吸収性又は多孔質の基材として
も使用することができる。
【００４０】
　本明細書に記載されるシリコーンゲル接着剤組成物は、好適な皮膚に面する接着材料が
所望される様々な用途において、皮膚に面する層として使用することもできる。本明細書
に記載される接着剤組成物の更なる皮膚に面する使用の代表的な例は、バイク用ショーツ
等の競技用衣料及び女性用衛生製品である。
【００４１】
　当業者に既知であるように、医療用手当て用品は、治癒を促進する、及び／又は更なる
損傷を防止するための、創傷に適用するために個人によって使用される付加物である。本
願の目的において、創傷の全領域と直接接触する必要はないが、医療用手当て用品は、創
傷と直接接触するように設計される。他の目的の中でも、医療用手当て用品は、（ａ）凝
固プロセスを促進するために出血を止め、創傷を封止するのを補助する、（ｂ）血液、血
漿、及び創傷から滲出する他の流体を吸収することにより滲出液を吸収する、（ｃ）創傷
の痛みを和らげる、（ｄ）かさぶた及び創傷からの異物を除去することにより創傷を清拭
する、（ｅ）感染及び機械的損傷から創傷を保護する、並びに（ｆ）肉芽形成及び上皮形
成により治癒を促進するように設計される。他の医療用手当て用品のように、本明細書に
記載されるシリコーンゲル接着剤組成物を含む医療用手当て用品は、これらの設計目的の
うちの１つ以上を達成するように設計される。
【００４２】
　細菌の成長を促進し、よって創傷の浸軟及び他の不快を引き起こす過剰な湿潤環境を創
傷にもたらす可能性がある過剰な水分を保持することなく十分な量の水分を保持すること
も医療用手当て用品に望ましい。水分蒸発の平衡は、手当て用品が適切な量の水分を含有
しているか否かを測る方法の１つである。他の手段を使用することもできる。
【００４３】
　医療用手当て用品のシリコーン接着剤層を断続させることは、平衡のとれた水分蒸発を
促進する方法の１つである。医療用手当て用品は、様々な方法で、例えば滲出液が吸収性
パッドを通過する経路を創出するために穿孔されたキャリア材料を利用することにより断
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続となり得る。そのような穿孔プロセスの一例は、シリコーンゲル接着剤組成物が適用さ
れるポリウレタンキャリアフィルムに小さい穴を作製し、次に組成物が硬化する間、穴を
通して空気を吹き込むか、又は超音波装置を使用してシリコーン層の穴を広げることを伴
う。
【００４４】
　医療用手当て用品のシリコーン層を断続させる別の手段は、シリコーン組成物でコーテ
ィングされない基材上の領域にパターンが自然に断続を創出するように、シリコーン組成
物をパターンで基材上に適用することを伴う。穿孔によりキャリア材料を創出するのと同
様に、断続（又は半連続）パターンを基材上に適用することにより、滲出液を吸収される
基材に通過させる空隙領域を伴うコーティングを創出する。空隙領域を創出するいずれの
既定のパターンも、これらの目的に対して十分な断続的である。パターンの断続は、水分
の通路が創傷から放出されるのを可能にし、平衡のとれた水分の蒸発も促進する。したが
って、１つの想定される実施形態は、吸収性基材等の基材上にパターンコーティングされ
る能力を有するシリコーン組成物に関し、別の実施形態は、シリコーン組成物でパターン
コーティングされた吸収性基材等の基材を収容する医療用手当て用品に関し、更に別の実
施形態は、既定のパターンで吸収性基材等の基材上にシリコーン組成物をコーティングす
る工程を含む医療用手当て用品を調製する方法に関する。
【００４５】
　シリコーン組成物は、当該技術分野において既知の任意の手段を使用して、例えばスク
リーン印刷又はステンシル法により基材に適用され得る。スクリーン印刷プロセスにおい
て、スクリーン又は織物メッシュは、典型的には、基材の上に配置され、メッシュは移動
させるための開放領域を提供する設計を含む。オペレータは、スキージ又はローラーがス
クリーンの後方に押されるときにメッシュを通してゲルを基材上に押圧することによって
シリコーン組成物を適用するために、ローラー又はスキージを使用する。シリコーン組成
物の厚さは、一般に、メッシュ又はステンシルの厚さに比例する。よって、基材上に適用
される、又はコーティングされるシリコーン組成物の厚さは、適用プロセスに使用される
スクリーン又はメッシュにより制御され得る。シリコーン組成物の典型的な厚さは、約７
６．２μｍ（３ミル）～約５０８μｍ（２０ミル）の範囲である。他の場合では、シリコ
ーン組成物の典型的な厚さは、約１２７μｍ（５ミル）～約３８１μｍ（１５ミル）の範
囲であり得る。更なる場合では、シリコーン組成物の典型的な厚さは、約２０３．２μｍ
（８ミル）～約３０４．８μｍ（１２ミル）の範囲であり得る。所望の結果により、他の
厚さを使用することもできる。スキージがスクリーンの後方に向かって移動するとき、メ
ッシュの張力が基材から離れてメッシュを引き上げ、基材表面上にシリコーン組成物を残
す。
【００４６】
　スクリーン印刷プレスには、一般的な「平床」、「円筒」、及び「回転」の３つの種類
があり、回転プレスが最も一般的である。これらのプロセスは、本明細書に記載されるシ
リコーン組成物を、吸収性基材等の基材上に適用するために使用され得る。任意のスクリ
ーン印刷プレスがこれらのプロセスに使用され得る。典型的な回転スクリーン印刷におい
て、通過するウェブは加熱された彫刻ローラーに対してプレスローラーによって押圧され
、その空洞はドクターブレードによって適用される液体により充填される。アプリケータ
ユニットは、バネ鋼ドクターブレードによって彫刻ローラーに対して封止される加熱され
た溝である。彫刻ローラーの基材に対する圧力を介して、材料をウェブ上に移動し、彫刻
ローラーの構成と一致するパターン形成されたコーティングが達成される。これらに限定
されないが、逆オフセット及びグラビアオフセット回転スクリーン印刷技法等のプロセス
は、本明細書に記載されるシリコーン組成物を吸収性基材上に適用するために使用され得
る。
【００４７】
　Ｇｒａｃｏ，Ｉｎｃ．（Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ，Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ）により製造さ
れるもの等の自動分注機も、本明細書に記載されるシリコーンゲル接着剤組成物を基材上
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に適用するために使用され得る。Ｇｒａｃｏ，Ｉｎｃ．により販売されるもの等の自動分
注ユニットは、２つの連結したシリンダーを連続して往復させるために、複動式シリンダ
ー及び流体吸入圧を使用して正確な容積式計測を提供する。主要容積シリンダー（基剤）
及び副容積シリンダー（触媒）が往復するとき、それらは、２つの材料成分を一定の比率
で出口に容積式に排出する。基剤及び触媒の均質な混合物を送達するために、静的ミキサ
ーがシステムに組み込まれる。
【００４８】
　シリコーン組成物が一旦パターンコーティングされたら、硬化され、シリコーン接着性
ゲルを生成し、水が除去される。硬化は、例えば約２分～約６分の範囲の時間、例えば約
９０℃～約１５０℃の範囲の温度で加熱することにより起こる。後の加熱は、残留する水
を除去するために行われるか、又は水は硬化と同時に除去され得る。加えて、硬化及び水
の除去は、本質的に、シリコーン組成物が基材上に適用されるのと同時に行われ得る。シ
リコーン組成物は、パターンを保持する能力を有するため、シリコーン接着性ゲルの厚さ
は、本質的に、パターンシリコーン組成物の厚さと同じである。
【００４９】
　シリコーン組成物の独自の利益のうちの１つは、コーティングのパターンが適用時に維
持される様式で基材上に直接パターンコーティングされるその能力である。上述の接着性
、粘度、凝集力、及びレオロジーを含むシリコーン組成物が呈する特性の組み合わせが、
この特徴を可能にすると考えられる。有利に、シリコーン組成物は、表面上に留まり、パ
ターンを維持しつつ、ほとんどの吸収性基材に浸透しないか、又は最小限に基材に浸透す
るのみである。上述のように、空隙を創出するためにパターンを維持することにより、所
望の断続が提供され、これは、同時に、滲出液が基材を通過することを可能にし、平衡の
とれた水分蒸発を促進する。
【実施例】
【００５０】
　剥離
　剥離試験では、剥離ライナーを下部クランプに固定し、接着剤コーティングされた不織
布を上部クランプに設置した。クランプを１０ｍｍ／秒で１３０ｍｍ引き離した。剥離ラ
イナーを接着剤コーティングされた不織布から引っ張る合力は、平均して１０ｃｍ（１３
ｃｍの引っ張りの最初の２ｃｍと最後の１ｃｍを除く）を超え、１センチメートル当たり
ニュートン（Ｎ／２．５ｃｍ）で測定された。最終剥離値は５つの試験片の平均である。
【００５１】
　接着性
　接着性試験に関して、剥離ライナーは、コーティングされた不織布から除去され、１イ
ンチ／秒（２．５ｃｍ／秒）の速度で前進行程１回、そして後進行程１回を行う２．３ｋ
ｇ（５ｌｂ）のゴムでコーティングされたローラーを使用して、３．８ｃｍ×１７．８ｃ
ｍ（１．５インチ×７インチ）片のポリカーボネート（Ｌｅｘａｎ　ＧＥ製品番号８８１
３－１１２Ｄ）のフロスト側に試験片を接着した。サンプルを３０分間室温で放置した。
ポリカーボネートを下部クランプに固定し、接着剤コーティングされた不織布を上部クラ
ンプに設置した。クランプを１０ｍｍ／秒で１３０ｍｍ引き離した。ポリカーボネートを
接着剤コーティングされたポリエステルの不織布から引っ張る合力は、平均して１０ｃｍ
（１３ｃｍの引っ張りの最初の２ｃｍと最後の１ｃｍを除く）を超え、１センチメートル
当たりニュートン（Ｎ／２．５ｃｍ）で測定された。最終剥離値は５つの試験片の平均で
ある。
【００５２】
　凝集性
　凝集性は、ポリカーボネート上に接着剤がどのくらい残ったかを判定することにより、
接着性試験中に評価された。凝集破壊の測定は、ポリカーボネート表面上に残る接着剤の
パーセンテージを推定することにより行われた。
【００５３】
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　粘度
　Ａ部及びＢ部の粘度は、Ｒｈｅｏｍｅｔｒｉｃ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ＳＲ５０００
応力レオメーター上で室温で測定された。粘度は、６０秒間２ｓ－１の速度で測定され、
６０秒符号で測定が行われた（２５ｍｍ平行板－１．０ｍｍギャップ）。
【００５４】
　レオロジー
　Ａ部及びＢ部のレオロジーは、１００％の歪み及び３０℃で、０．０１ｒａｄ／秒～１
００ｒａｄ／秒の周波数範囲にわたって（対数目盛－１０毎に２点）、歪み制御レオメー
ターＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　ＲＤＳ－ＩＩ上で周波数掃引を行うことにより評価された
（２５ｍｍ平行板－ギャップ＝１．５ｍｍ）。
【００５５】
　（実施例１）
　Ａ部：５２．９９グラムのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＧ－７－９９００　Ｓｏｆｔ　
Ｓｋｉｎ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ａ部（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃ
ｈｉｇａｎ）から入手可能なオルガノポリシロキサン）、０．２８グラムのＨＯＳＴＡＰ
ＵＲ　ＳＡＳ　３０（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ
，Ｎｏｒｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ）から入手可能な界面活性剤）、及び１．７１グラムの
脱イオン水を、ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲ、モデルＤＡＣ　６００ＦＶＺ
（Ｆｌａｃｋｔｅｋ　Ｉｎｃ．（Ｌａｎｄｒｕｍ，Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏｌｉｎａ）から
入手可能）のＭａｘ３００サンプルカップに添加した。内容物を２５００ｒｐｍで１分間
、ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで混合した。これは、ＭＡＬＶＥＲＮ　ＭＡＳＴＥＲＳＩＺＥＲ
　２０００のバージョン５．５４（Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｌｔｄ．
（Ｕｎｉｔｅｄ　Ｋｉｎｇｄｏｍ）から入手可能）によって体積モードで測定される、７
．８マイクロメートルの中央粒径を有するエマルジョンを生成した。Ａ部は１１７，００
０ｃＰの粘度を有した。
【００５６】
　Ｂ部：５２．９９グラムのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＧ－７－９９００　Ｓｏｆｔ　
Ｓｋｉｎ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｂ部（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（Ｍｉｄｌａｎｄ，Ｍｉｃ
ｈｉｇａｎ）から入手可能なＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン）、０．２８グラムのＨ
ＯＳＴＡＰＵＲ　ＳＡＳ　３０、及び１．７０グラムの脱イオン水を、ＦＬＡＣＫＴＥＫ
　ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲ、モデルＤＡＣ　６００ＦＶＺのＭａｘ３００サンプルカップに
添加した。内容物を２５００ｒｐｍで１分間、ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで混合した。これは
、ＭＡＬＶＥＲＮ　ＭＡＳＴＥＲＳＩＺＥＲ　２０００のバージョン５．５４によって体
積モードで測定される、８．３マイクロメートルの中央粒径を有するエマルジョンを生成
した。Ｂ部は１１３，０００ｃＰの粘度を有した。
【００５７】
　次に、１：１の比率で両部を組み合わせ、４８秒間ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭＩ
ＸＥＲで混合し、組み合わせてそれらを均質なエマルジョンにした。次に、ポリエステル
、不織布、及び発泡体上に材料を０．１３～０．２５ｍｍ（５～１０ミル）にパターンコ
ーティングし、その後、９０～１３０℃で４分間硬化した。シリコーン組成物を定位置で
硬化し、開放型パターン設計を保持した。パターンはステンシル及びスクリーンを使用し
て達成された。
【００５８】
　解離及び接着性に関するサンプルは、ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで２つ
の部を混合することにより調製された。次に、シリコーン組成物は、卓上コーティング機
及び０．３８ｍｍのシムを使用して不織布基材上に厚さ約０．２５ｍｍにコーティングさ
れた。コーティングされた基材を１３０℃のオーブンで４分間硬化した。コーティングさ
れた基材をオーブンから取り出した後、６．８ｋｇ（１５ｌｂ）のゴムでコーティングさ
れたローラーを使用してＬＤＰＥひし形型押し剥離ライナーで直ぐに被覆した。試験前に
、最低１６時間サンプルを均衡化させた。コーティングした基材を長さが最低１２．７ｃ
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ｍの２．５４ｃｍ片に裁断した。
【００５９】
　クランプを２５ｍｍ間隔に設定した自己締め付けローラーグリップアタッチメントを備
える質感分析器を使用して、剥離及び接着性を評価した。剥離は０．０４Ｎ／２．５ｃｍ
であり、接着性は１．６４Ｎ／２．５ｃｍであった。凝集破壊はなかった。
【００６０】
　レオロジーの結果は下の表Ａ及びＢに要約される。
【００６１】
【表１】

 
【００６２】
【表２】

 
【００６３】
　（実施例２）
　Ａ部：９３．８３グラムのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＧ－７－９９００　Ｓｏｆｔ　
Ｓｋｉｎ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ａ部、０．３８グラムのＤＥＨＹＴＯＮ　ＰＫ　４５（Ｃ
ｏｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉｏ）から入手可能
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な界面活性剤）、及び５．７８グラムの脱イオン水を、ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭ
ＩＸＥＲ、モデルＤＡＣ　１５０ＦＶＺのＭａｘ１００サンプルカップに添加した。内容
物を３５００ｒｐｍで３０秒間、ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで混合した。これは、ＭＡＬＶＥ
ＲＮ　ＭＡＳＴＥＲＳＩＺＥＲ　２０００のバージョン５．５４によって体積モードで測
定される、約１９．９マイクロメートルの中央粒径を中心とする単一型粒径分布を有する
エマルジョンを生成した。Ａ部は７７，３００ｃＰの粘度を有した。
【００６４】
　Ｂ部：９３．８５グラムのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＧ－７－９９００　Ｓｏｆｔ　
Ｓｋｉｎ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｂ部、０．３８グラムのＤＥＨＹＴＯＮ　ＰＫ　４５、及
び５．７７グラムの脱イオン水を、ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲ、モデルＤ
ＡＣ　１５０ＦＶＺのＭａｘ１００サンプルカップに添加した。内容物を３５００ｒｐｍ
で３０秒間、ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで混合した。これは、ＭＡＬＶＥＲＮ　ＭＡＳＴＥＲ
ＳＩＺＥＲ　２０００のバージョン５．５４によって体積モードで測定される、約２１．
９マイクロメートルの中央粒径を中心とする単一型粒径分布を有するエマルジョンを生成
した。Ｂ部は７３，１００ｃＰの粘度を有した。
【００６５】
　解離及び接着性に関するサンプルは、ＦＬＡＣＫＴＥＫ　ＳＰＥＥＤＭＩＸＥＲで２つ
の部を混合することにより調製された。次に、シリコーン組成物は、卓上コーティング機
及び０．３８ｍｍのシムを使用して不織布基材上に厚さ約０．２５ｍｍにコーティングさ
れた。コーティングされた基材を１３０℃のオーブンで４分間硬化した。コーティングさ
れた基材をオーブンから取り出した後、１５ｌｂ（６．８ｋｇ）のゴムでコーティングさ
れたローラーを使用してＬＤＰＥひし形型押し剥離ライナーで直ぐに被覆した。試験前に
、最低１６時間サンプルを均衡化させた。コーティングした基材を長さが最低１２．７ｃ
ｍの２．５４ｃｍ片に裁断した。
【００６６】
　クランプを２５ｍｍ間隔に設定した自己締め付けローラーグリップアタッチメントを使
用する質感分析器を使用して、剥離及び接着性を評価した。室温での１日後の剥離は０．
０３Ｎ／２．５ｃｍであり、室温で３０日後は０．０４Ｎ／２．５ｃｍであった。室温で
の１日後の接着性は１．１０Ｎ／２．５ｃｍであり、室温で３０日後は１．１５Ｎ／２．
５ｃｍであった。凝集破壊はなかった。
【００６７】
　レオロジーの結果は下の表Ｃ及びＤに要約される。
【００６８】
【表３】
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【００６９】
【表４】

 
【００７０】
　（実施例３）
　比較サンプルＣのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＧ－７－９９００　Ｓｏｆｔ　Ｓｋｉｎ
　Ａｄｈｅｓｉｖｅの粘度を試験した。サンプルＣの粘度は、ヘリパススタンド（モデル
Ｄ）を備えるＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　ＤＶ－ＩＩ＋粘度計上で、室温で測定された。粘度
は、５０ｒｐｍで、ＲＶＴ　５番で測定された。試験前にサンプルを真空脱気した。１０
のデータ点は、初期の降下サイクル中に取得された。報告された粘度は、１０のデータ点
の平均であった。粘度レベルは、４，３００～５，９００ｃＰの範囲であった。
【００７１】
　実施例１及び２の製剤とは異なり、サンプルＣは、発泡体及び布地基材の両方に容易に
染み込んだ。
【００７２】
　本発明は、様々な変形例及び代替物を作製しやすいが、具体的な実施形態は、図面にお
いて一例として示され、本明細書に詳細に記載されている。しかしながら、本発明は、開
示されている具体的な形態に限定されることを意図するものではないと理解すべきである
。むしろ、本発明は、添付の特許請求の範囲によって規定されている通り本発明の趣旨及
び範囲内の全ての変形例、等価物、及び代替物を網羅するものである。

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月23日(2014.6.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パターン形成されたシリコーン接着性ゲルを作製するためのパターンコーティングプロ
セスであって、
　（１）
　　（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、
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　　（ｂ）少なくとも１つのＳｉＨ含有オルガノポリシロキサンと、
　　（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤と、
　　（ｄ）ヒドロシリル化触媒と、
　　（ｅ）水と、
　を混合し、シリコーン組成物を形成する工程であって、前記水が、前記シリコーン組成
物の約１０重量％以下を成し、
　前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する、工程と
、
　（２）既定のパターンで吸収性基材上に前記シリコーン組成物をパターンコーティング
する工程と、
　（３）前記シリコーン組成物を硬化し、前記既定のパターンを維持するパターン形成さ
れたシリコーン接着性ゲルを形成する工程であって、前記パターン形成されたシリコーン
接着性ゲルが、引き剥がし粘着力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈する、工程と、
　を含む、パターンコーティングプロセス。
【請求項２】
　（ｆ）防腐剤を前記少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの
ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの乳状化剤、前記ヒドロシリル
化触媒、及び前記水と混合する工程を更に含む、請求項１に記載のパターンコーティング
プロセス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、カチオン性乳化剤、アニオン性乳化剤、非イオン性
乳化剤、又は両性乳化剤である、請求項１又は２に記載のパターンコーティングプロセス
。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、水中油型エマルジョンを形成する、請求項１～３の
いずれか一項に記載のパターンコーティングプロセス。
【請求項５】
　前記既定のパターンが、断続的である、請求項１～４のいずれか一項に記載のパターン
コーティングプロセス。
【請求項６】
　前記パターンコーティングが、スクリーン印刷プロセス又はステンシルプロセスを介し
て達成される、請求項１～５のいずれか一項に記載のパターンコーティングプロセス。
【請求項７】
　前記パターンコーティングが、スクリーン印刷プロセスを介して達成され、前記スクリ
ーン印刷プロセスが、平床プロセス、円筒プロセス、又は回転プロセスである、請求項１
～６のいずれか一項に記載のパターンコーティングプロセス。
【請求項８】
　パターンコーティングされたパターン形成されたシリコーン接着性ゲルを含有する医療
用手当て用品を調製する方法であって、
　（１）（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、（ｂ）少なくとも１つのＳ
ｉＨ含有オルガノポリシロキサンと、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤と、（ｄ）ヒドロ
シリル化触媒と、（ｅ）水と、を混合し、シリコーン組成物を形成する工程であって、前
記水が、前記シリコーン組成物の約１０重量％以下を成し、前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する、工程と
、
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　（２）既定のパターンで前記医療用手当て用品の吸収性基材上に前記シリコーン組成物
をパターンコーティングする工程と、
　（３）前記シリコーン組成物を硬化し、パターン形成されたシリコーン接着性ゲルを形
成する工程であって、前記パターン形成されたシリコーン接着性ゲルが、引き剥がし粘着
力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈し、
　適用時に前記既定のパターンを維持する、工程と、
　を含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法によって調製されたパターン形成されたシリコーン接着性ゲルを
含む医療用手当て用品。
【請求項１０】
　パターン形成されたシリコーン接着性ゲルを含有する皮膚に面する層を含む医療用装置
を調製する方法であって、
　（１）（ａ）少なくとも１つのオルガノポリシロキサンと、（ｂ）少なくとも１つのＳ
ｉＨ含有オルガノポリシロキサンと、（ｃ）少なくとも１つの乳状化剤と、（ｄ）ヒドロ
シリル化触媒と、（ｅ）水と、を混合し、シリコーン組成物を形成する工程であって、前
記水が、前記シリコーン組成物の約１０重量％以下を成し、前記シリコーン組成物が、
　　ｉ．約７０００ｃＰ～約５，０００，０００ｃＰの範囲の粘度、及び
　　ｉｉ．流動学的プロファイルによって判定される、剪断減粘性挙動を呈する、工程と
、
　（２）既定のパターンで前記医療装置の前記皮膚に面する層の吸収性基材上に前記シリ
コーン組成物をパターンコーティングする工程と、
　（３）前記シリコーン組成物を硬化し、パターン形成されたシリコーン接着性ゲルを形
成する工程であって、前記パターン形成されたシリコーン接着性ゲルが、引き剥がし粘着
力試験によって判定される、
　　ｉ．約０．２Ｎ～約４Ｎの範囲の接着性、及び
　　ｉｉ．凝集力を呈し、
　適用時に前記既定のパターンを維持する、工程と、
　を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法を使用して調製されたパターン形成されたシリコーン接着性ゲ
ルを含有する皮膚に面した層を含む、医療用装置。
【請求項１２】
　（ｆ）防腐剤を前記少なくとも１つのオルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの
ＳｉＨ含有オルガノポリシロキサン、前記少なくとも１つの乳状化剤、前記ヒドロシリル
化触媒、及び前記水と混合する工程を更に含む、請求項８又は１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記既定のパターンが、断続的である、請求項８又は１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、カチオン性乳化剤、アニオン性乳化剤、非イオン性
乳化剤、又は両性乳化剤である、請求項８又は１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの乳状化剤が、水中油型エマルジョンを形成する、請求項８又は１
０に記載の方法。
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